
基本政策部会における検討の進め方

○社会経済の変化、海事産業を取り巻く情勢変化等を踏まえ、「海事行政の棚卸し・新展開」（既存施策の有効
性の検証→今後取り組むべき課題の確認→具体的施策）の検討を行う。

○検討に当たっては、毎回テーマを設定し、①既存施策の整理→②有効性の検証→③今後取り組むべき課題
の設定→④講じるべき施策を議論する。

資料１

１．基本政策部会にお
ける検討の進め方

２．海事分野を取り巻く
社会・経済状況

３．海事行政の取り組み
状況

４．使いやすい地域公
共交通の実現にむ
けて（その１）・旅客
船事業の現状と行
政の取組み 等

人材の確
保・育成
に関する
関係者ヒ
アリング

第２回（６月３０日）

１．使いやすい地域公共
交通の実現に向けて
（その２）

２－１ 海事産業を支える
人材の確保・育成
（その１）

・内航海運分野
・外航海運分野
・造船分野

２－２ 国民の海への親し
み、理解の向上
（その１）

使いやすい地域
公共交通に関す
る関係者ヒアリン
グ
（対象）
旅客船事業者
地方公共団体
地方運輸局
海員組合 等

これまでの検討経緯・今後の予定

第１回（４月２３日） ５月 第３回

と

り

ま

と

め

１．海事産業を支える人材
の確保・育成（その２） 等

２－１ 海事分野における新
産業創出（その１）

・海洋資源開発
・海洋再生エネルギー
・その他技術開発 等

２－２ 船舶の安全・運航監
理の充実（その１）

年度内

順次、
テーマ
を設定
し検討
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